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大分市における夏季日中の気温分布の観測

西 垣 肇*･猪 ノ ロ 博 美**

【要 旨】 大分平野の別府湾岸域から且野原 (郊外の丘陵地)にかけて

の地域において気温分布の観測調査を行った｡2007年夏季の晴天日の日中に

5回の観測を行ったO次の点に注目した.(1)海風卓越 日と南東風卓越 目との

差異,(2)7月下旬から9月上旬にかけての季節進行に伴 う変化,(3)1986年

(21年前)の観測記録との差異｡当地にとっての新たな結果として,以下の

ことがわかった｡(1)海風卓越 目には沿岸低温 ･内陸高温の気温分布がみら

れるが,南東風卓越 日には気温の地域差が小さい｡(2)7月下旬から9月上旬

にかけて海面水温の上昇と気温の地域差の縮小がみられる｡(3)南大分と宮

崎 (海岸から5-6km 内陸部にある)に暖域がみられるが,この特徴は1986

年の結果にはみられないQ

【キーワー ド】 気温分布 大分平野 夏季 日中 微気象 海風

1 はじめに

大分市は日本の南西部に位置 し,夏季は高温で陽ざLが強く,暑さが厳しい｡その気温には,

大分市の中である程度の地域差がみられる｡このことは,自然現象として興味深く,また地域

の生活情報としても有用である｡本研究では,大分平野から,南部の丘陵地である且野原にか

けての地域に注目し,夏季 日中の気温分布の観測調査を行 う｡対象地域の地形を図 1に示す0

大分平野は大分川と大野川の下流域に位置する沖積平野で,図にはその西部が含まれる｡大分

川の西岸には市街地中心部があり,その西と南に丘陵地がある｡

大分市のような沿岸域においては,海陸風が地域の気象に大きく影響していることが知られ

ている｡海陸風は晴天で静穏な日によく発達するが,そのときには地域内の局所的な特徴が表

れやすい｡日中は海から陸に向かう海風が卓越 し,沿岸低温 ･内陸高温の気温分布が現れやす

い｡夜間は内陸から海に向かう陸風が卓越 し,沿岸高温 ･内陸低温の気温分布が現れやすい｡

その際,河川や谷では海風や陸風が通 りやすいため,比較的低温になりやすい (たとえばoke,

1987,川西,1994;小倉,1999)0

大分市における気温分布の観測は,秋季の夜間に比較的多く行われている ()rl西,1979,JIr
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西ほか,1982;川西,1994,西垣はか,2003)｡陸

風の卓越する日の夜間は沿岸高温 ･内陸低温の分

布で,大分川に沿 う地域で低温候向が,市街地中

心部で高温傾向(ヒー トアイランド)がみられるD

長期的変化として,近年且野原と市街地中心部の

気温差が縮小していること,その変化が且野原周

辺の土地利用変化に起因する可能性があることが,

西垣ほか (2003)によって指摘されている｡

当該地域における夏季日中の気温分布の観測は

1986年に行われて 3例の記録 (橋本,1987,川西.

1994)がある｡その気温分布は沿岸低温 ･内陸高

温だが,他に 2つの特徴がある｡大分川に沿って

低温域がみられること,5号地の海岸では狭い範

囲で大きい気温差がみられることである｡他の季

節については,4月の観測記録が 1例ある(川西,

1981)0

本研究では,新たに気温分布の観測を実行し,

以下の 3点に注目するo(1)海風卓越 目とそうで

ない日との差異はみられるか｡(2)7月下旬から9

月上旬にかけての季節進行に伴って気温分布の特

徴に変化はみられるか｡(3)前述の観測がなされ

た 21年前から大分市の人口は増え,土地開発が進

められているが,気温分布の特徴に差異はみられ

るかOこれらの点に関して札 これまでの観測デ

図 1 観測地域の地形｡ハッチ部分は標高

40m以上の地域｡矢印で示す線は移動観測

の走行経路.その他の細線は主な道路,破

線は鉄道をそれぞれ表わすO図中の地点は

以下の通り｡G 5号地,B.弁天大橋.M'大

分地方気象台.F,府内大橋.D 大分大学

旦野原キャンパス｡

一夕は十分でない｡

観測を行った 2007年夏の特徴にふれる08月 16日に日本の観測史上最高気温が 74年ぶりに

更新されたことが思いおこされる｡大分における特徴を述べると,7月 23日に九州地方北部の

梅雨明けが発表され,その後は平年よりも気温の高い目が多い□特に 8月中旬～9月上旬はI

気温が平年よりもかなり高い07月下軌 8月中丸 下旬･9月上旬は高気圧に覆われて晴天の

目が多く,夏らしい気象条件であるo比較対象の 1986年も･高気圧に覆われて晴天の目が多い0

2 観測

気温分布の観測は,前述の一連の観測と同様に,温度計を自動車に取り付け･走行しながら

記録を取る移動観測の方法を用いたO今回は熱電対温度計を用いたD走行経路は図 1に示すと

ぉりである｡観測は表 1に示すように2007年7月下旬から9月上旬の晴天の日中に5回行ったo

走行中,気温の読み取りと記録は,200m間隔を目安に延べ 150点で行ったoただし,停車

中はエンジン熱の影響で温度が上がるため,記録を避けたo温度センサは車体左側の ドアミラ

ーに取り付け.その高さを地上 15Enとしたoセンサは直径 1ITlnの針状のものを使っており･

応答時間は十分に短いD温度の表示分解能は 0･1℃･カタログ精度は±1℃であるo観測を通し



大分市における夏季日中の気温分布の観測 121

て同じ測器を使用するため,1℃単位の気温 表 1 気温分布観測の日時

分布パターンを知るには十分な精度が見込

まれる｡結果は等温線図で表現するが,そ

の際数百メー トル以下のスケールの変化を

落として等温線を滑らかに描く｡小スケー

ルの変化は数分程度の短時間の現象である

可能性が高いため.この方法は適切である｡

2007年 7月 26日 1438- 15:59

8月 8日 14:07- 1547

8月 17日 1410- 15'54

8月 29日 14▲15- 1550

9月 6日 1400- (不明)

観測中, 5号地の海岸 (図 1の G点)に

立ち寄 り,気温,湿度.海面水温,風向の

観測を行った｡気温と湿度は,通風乾湿計を用いて堤防上とテ トラポッド先端の 2か所で測定

した｡海面水温はテ トラポッド先端にてバケツで海水を汲み,水銀温度計で測定した｡

3.結果と考察

観測された気温分布のうち 1,2,4回目のものを図2に示す｡1回目と4回目 (図2a,C)は

沿岸部が低温,内陸部が高温の分布を示す｡2回目 (図 2b) は気温の地域差が小さく,一様に

近いO3回目と5回目は沿岸部低温 ･内陸部高温の分布となっていら (図は省略)a

観測当日の気象状況に目を向ける｡図 2の観測 日の天気図を図 3に示す｡1回目 (7月 26日)

の大分は,太平洋起源の高気圧に覆われて晴天である｡2回目 (8月 8日)は日本の東方に太平

洋高気圧の中心があり.大分はその勢力下にあって晴天である｡この日は台湾付近に台風 6号

と7号があり,九州付近の等圧線が混んでいる.4回目 (8月 29日)は沖縄付近に太平洋起源

の高気圧があり.その影響で晴時々曇の天気であるo

図2 観測された気温分布｡ATは5号地テトラポッド先端の気温｡SSTは同地の海面水温｡a2007

年7月26日 (1回目),b8月8日 (2回目),C8月29日 (4回目)D
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a.Ju126,2007 b･Aug8,2007 CIAug29,2007

図3 観測日の地上天気臥 気象庁作成のものを転軌 a=2007年7月26日･b:8月8日･C8

月29日｡
a_Jul26.2007

これらの日の大分地方気象台における風向風

速を図4に示す｡1回目 (7月 26日)と4回目

(8月 29日)には,夜間に南寄り,日中に北寄

りの風がみられ,海陸風が卓越していることが

示される｡2回目 (8月 8日)は 1日を通して強

い南東の風で,海風はみられない｡この風は,

当日の気圧配置 (図 3b)に起因するものである｡

S回白 (8月 17日)と5回目 (9月 6日)の日

中は晴天で,風向に海陸風の特徴がみられるO

大分県内の沿岸にあるアメダス測点である杵築,

中津,佐伯の3点における風向風速は,いずれ

も同様の特徴を示す｡すなわち,2回目を除く4

回の日には日中は海から陸,夜間は陸から海に

向かう風向を示すが,2回日の目には 1日中強

い南東の風が観測されている｡

, - 1'川./I/:ノハい ･
l

121 118 24
t川¶e(h) t

cAug29･2007 1 1

I,-,IT,日,ん ‡1日･=l

0 6 121 118 24

time(h)

図4 観測日の大分気象台における風向風速｡

石下の矢印は5ms-1 を表す｡a 2007年7月

26日.b8月8日,C8月29日O

以上のように.海風のみられるElの4回は沿

岸低温 ･内陸高温の気温分布がみられ,強い南

東風のみられる8月 8日は一様に近い気温分布がみられるo特に8月 8日の特徴は･大分市の

観測例としてはこれまで報告されていなかったものであるOこの結果は･海風が沿岸低温 .内

陸高温の気温分布をつくるという知見と整合する｡

沿岸低温 ･内陸高温の気温分布を示す 4回分に注目し･7月下旬から9月上旬にかけての変

化を検討する｡それぞれにおける最高温域と最低温域の気温差を等温線から読み取ると･6℃,

7℃,5℃,5℃と,縮小傾向にある.5号地東部における海面水温は 267℃･278℃･28･4℃･

29.2℃と上昇している｡一般に海水温の季節変化は気温のものよりも時季が遅れるDこの期間

は,気温については年間最高の時季をはさむが･海面水温については上昇の時季にあたるため･

日中気温と海面水温の差は縮小傾向にあるoこのことが,沿岸地域と内陸地域の気温差縮小の

一因であると思われるo
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図 5 1986年に観測された気温分布の記録｡橋本 (1987),川西 (1994)より再作図｡ATは5号

地の気温｡SSTは同地の海面水温.a7月28日,b7月29日,C8月 12日｡観測開始時刻はい

ずれも1230-1300の間o

図 6 府内大橋周辺部の地形と土地利用｡国土地理院所蔵 ･刊行の 1 25,000地形図 ｢大分｣使用｡

a1987年発行のもの,b2000年発行のものO

各回における最高･最低満城に注 目するC最低温域は4回いずれも5号地北東部にみられる｡

日中は陸上気温よりも海面水温のほうが低 く,当該地は海の影響を最も大きく受けることが理

由と考えられる｡最高満城は 1回目 (7月 26日)と3回目 (8月 17日)には南大分と宮崎にみ

られるが,4回目 (8月 29日)には大道 トンネル南側と敷戸に,5回目 (9月 6日)には大道 ト

ンネル南側のみにみられる｡後半の 2回には,南大分と宮崎の暖域が弱まって消えているよう

に見える｡少ない観測例数ではあるが,この現象は季節進行に伴 うものである可能性があるO
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21年前にあたる 1986年の観測結果には･南大分と宮崎の暖域はみられないロこの年に観測

された 3回の気温分布を図 5に示す｡両年近くにおける土地の状態を図 6に示すo南大分と宮

暗では,水田が減って舗装地が増えているが･図の円と楕円で示す地域において変化が著しいD

少ない観測例教ではあるが,土地の状態の変化が暖域をつくっている可能性がある0

4.まとめと議論

2007年夏季の晴天口の日中を選び,大分平野において気温分布の観測を行った05回の観測

結果のうち4回は海風が卓越 している日のもので･沿岸低温 ･内陸高温の特徴がみられるOの

こりの 1回は逆向きにあたる南東風が強い目のものだが･全体的に気温の地域差が小さく･沿

岸部の低温がみられないOこの結果は滴 風が沿岸部低温の特徴をつくるとの知見を支持する□

海風卓越 日における気温分布の基本的特徴は 1986年と同様だが,以下の特徴が新たにみられ

た｡7月下旬から9月上旬にかけて,海面水温が上昇し･｢最高温域と最低温域との気温差｣が

縮小した｡この現象は季節進行に伴 うものと考えられる07月下旬と8月上旬に南大分と宮崎

に暖域がみられるが,8月下旬と9月上旬にはみられないoこれらの暖域は 1986年にはみられ

なかったもので,土地利用の変化に起因している可能性があるq
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付録

A 海岸直近の気温分布

5号地の海岸には堤防があり,その先に

海面上に10m突き出ているテ トラポッドが

ある｡気温の現場測定は,堤防上とテ トラ

ポッド先端の2ヶ所で行っている｡その結

果は,堤防上がテ トラポッド先端よりも

15℃前後高温である｡移動観測経路に含ま

れる道路は.堤防から8m離れているが,

その気温は堤防上よりも 05℃前後高い｡

このように,海岸付近の気温は狭い範囲で

大きく変化するO

その特徴は,1986年との差異がみられな
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図Al各観測点における時系列o測点は図1のア

ルファベット参照｡2007年 7月25日18時から

26日24時の a 気温.b 水蒸気圧｡
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い｡1986年の記録 (図 5)には海岸付近の

等温線が描かれていないが.海岸における

気温の記録などから,気温分布の特徴は今

回と同じと思われる｡

B 気温と水蒸気圧の時系列

移動観測のほか,温湿度計を用いた時系

列観測を,図 1に示す G,B,F,Dの4点で

行った｡観測期間は 2007年 7月 25日～8

月 2日,8月 7日～8月 21日,8月 28日～

9月 20日で,気温分布を観測した時は 5回

すべて含まれている｡その日時の気温は,

いずれも移動観測結果と整合する｡7月 26

日の観測結果を図Alに示す｡

海風卓越 目の時系列は,0-6時には沿岸

高温 ･内陸低温を示す｡8時前後にその関

係は逆転して沿岸低温 ･内陸高温となり,

(uJ

)ILJBraL1

a 二

二
∵
･
.

図A2 2007年7月26日の上空の風向風速｡a:焼

結煙突における14-15時の平均｡b ウィンドプ

ロファイラによる15時 10分のもの｡右下の矢印

はいずれも2ms~1 を表す｡

その気温差は 13-15時に特に大きい｡

水蒸気圧は全体的に沿岸で高く.内陸で

低いoその日変化は比較的小さいD海風卓越 日の 9-20時には沿岸部と内陸部の差が大きい.5

号地における水蒸気圧が高く,沿岸部と内陸部との差が大きい｡このことは,別府湾から湿潤

な空気が流入 していることを示す｡

C 上空の風向風速

新 日鉄大分製鉄所の焼結煙突で行われている気象観測の結果と,大分地方気象台におけるウ

インドプロファイラによる風向風速の鉛直分布の観測結果を用い,上空の風向風速の特徴を検

討する｡新 日鉄の観測は,地上の 1点に加えて煙突上の 178mまでの 6つの高度で行われてい

る｡ウインドプロファイラの観測高度は地上 400m～8kmまでの約 300mおきである｡

観測日における上空の風の特徴を挙げる｡高度 178m以下の風向風速は海風の特徴を示し,

風向は地上のものに近い｡高度 15kn 以上の結果は,総観スケールの現象を反映し,高層天気

図とよく整合するo高度 400m～12kTnの結果は両者の遷移域的な特徴を示すO例として 1回

日の目 (7月 26日)の日中のものを図A2に示す｡
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Abstract

WehaveobserveddlSt,rlbut,IonsOfairtemperaturelnOltaCityfrom

thecoastofBeppuBaylntheOltaPlalntODan-noharu (asuburbanhilly

area).CarefulobservationsWeremade5tlmeSlnthedaytlmeOffair

weatherlnt,hesummerof2007 Wehavefocusedon (1)differences

betweenadaywlthdomlnant呂eabreezesandtheonewlth且eaWard

southeasterly,(2)changeswlthseasonaladvancesfromlateJulytoearly

september,and(3)changesfromthedataof1986(21year且agO)Wehave

found followlng new ObservatlOnalevidencesln this area (1)Alr

temperaturelSlowerlnthecoastalareaandhlgherlntheInlandarealn

dayswlthdomlnantSeabreezes,whlleltlSrelatlVelyunlform lnaday

wlthseawardsoutheasterly(2)From lat,eJulytoearlySeptelnber,Sea

surfacetemperaturelSrlSlngandthedifferenceln airtemperature

betweenthehighestandlowestareasISdecreaslng.(3)warm areasare

presentlnMlnam1-01taandMiyazaki,wherebothare5･6kmapartfrom

thecoastTheywerenotseenlnthedataof1986.
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